
質問項目
質問

No.
質問内容

1

私達は観光客向けの散策路で、巡視と原状回復程度の軽微な補修を業務

とする監視員をしています。その中で、指定された業務ではないにもか

かわらず、（また時々は別組織として直接管理者と相談した上で、）形

状変更を伴う大きな補修をすることがあります。この場合責任はどこに

どうかかってくるでしょうか？

NPO法人大雪山自然学校 構成員

2

国有林内にあるガイドブックで紹介されているような登山道にて、事業

執行も笹刈り等管理もされていない場合、ボランティアが入林届けを出

し、笹刈りのみ行った場合、登山者が転んで怪我をしたときの責任は、

土地所有者が問われるのか、笹刈りを行ったボランティアが問われるの

か。

山のトイレを考える会 構成員

3

登山利用の実態があり、公園計画上で歩道として位置づけられているが

事業執行はされていない区間（登山口や山頂の標識だけがあるようなイ

メージ）において、危険表示の標識整備やササ刈り等の管理を誰も行わ

なかったことにより道迷いの事故が発生した場合、責任の所在はどのよ

うに判断されるか。

環境省大雪山国立公園管理事務所 事務局

4

大雪山の登山道は難易度によってグレードが分かれています。初心者向

けのグレードは十分な整備や監視体制が整っていないと、事故が起きた

時の責任割合は大きくなるのでしょうか。（つまり、低グレードの登山

道はサンダルやハイヒールで歩く方もいらっしゃるかもしれないので、

それ相応の整備をすべきなのか）

鹿追町 構成員

5

登山道の施設（木道、階段、橋、鎖場等）を使用中に事故が生じた場

合、どの程度の施設の維持管理度合いで管理者が責任を問われるのかの

判断基準などは過去の判例からあるのか？

山岳レクリエーション管理研究会 オブザーバー

6

登山道がしっかり管理されていると言えるのは、巡視の場合（異常があ

ればすぐに何らかの対応をすると仮定して）どの程度の頻度でしょう

か？

NPO法人大雪山自然学校 構成員

7

登山口や登山道上において大雪山グレードを明記することにより、当該

区間の危険性を表示しているといえるか。どの程度まで詳しく表示する

必要があるか（ロゴマークのみ、ロゴマーク＋フレーズ、ロゴマーク＋

説明文章、など）。

環境省大雪山国立公園管理事務所 事務局

 Ｃ　登山制限・禁止 8

登山道での事故後に管理者が「使用中止」や「通行止め」として長期

間、利用者に負担を強いるのは公共サービス上または、法的にどの程度

許容されるのか。

山岳レクリエーション管理研究会 オブザーバー

9
壊れた木道や鉄杭等を放置していたことで登山者が怪我した場合、責任

はどうなるでしょうか？
NPO法人大雪山自然学校 構成員

10

道迷い防止や環境保全の目的で張った登山道沿いのロープに、登山者が

気づかず、ひっかかり、転倒した場合の責任は生じるのでしょうか。

たとえば、天望山〜東雲湖（天望山周回線、北海道森林管理局が事業執

行中）の途中、倒木により岩がむき出しになっている箇所があり、そこ

をルートと間違ってしまう登山者がいるため、ロープを張っている。景

観に配慮して、目立たない色（暗い青）のものなので、ピンクテープは

つけているものの、勢いつけて下りてきたら引っかかって転倒するおそ

れがある。

今後、他にもロープを張る可能性があり、一般的な登山道横のロープも

同様だと思うので、知りたい。

ボレアルフォレスト オブザーバー

11
事故理由が人工物ではなく自然に荒廃した登山道や残雪期による問題の

場合、関係者の責任が問われることはありますか？
NPO法人大雪山自然学校 構成員

12

登山道において、自然現象が主原因と思われる事故から管理者責任を回

避するために事前にやっておくべきこと（注意看板の設置）などありま

したら教えてください。

鹿追町 構成員

 Ｆ　登山道事業執行について 13
登山道問題に詳しい溝手先生からみた、登山道執行者になるメリットは

ありますか？
鹿追町 構成員

14

登山にかかる事故で近年、実際に管理者（事業執行者）が賠償等の責任

を負わされたケースがあればどのような事例があったのか教えていただ

きたいです。

北海道上川総合振興局 構成員

15

北アルプスなど山岳地でも、損害賠償保険を入っている例を聞くが、登

山道等施設において、管理者（官民問わず）が損害賠償保険は入れるの

か。

登山道で事故がおきた場合、管理者の過失はどのように（どのような基

準で）決めているのか。

実際、管理者は、過失を素直に認めてるものなのか。

合同会社北海道山岳整備

／一般社団法人大雪山・山守隊
構成員

 Ｇ　過去の損害賠償事例など

機関・団体名等

 Ｂ　危険性レベル別の管理、

　　 維持管理の程度

登山道維持管理部会構成員・オブザーバーから溝手弁護士に対する質問

 Ｅ　自然現象が原因の

　 　事故について

 Ｄ　登山道上の工作物が

　 　原因の事故について

 Ａ　管理責任の所在

資料３


